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あるといえる。すなわちこの時期の特徴を挙げれば、蒸気船の大量建造、世

界に伍す造船技術水準の向上、中国人造船技術者による蒸気船の 自国建造な

どがある。江南機器製造総局は、中国最大の工業都市上海に立地する中国最

大の国立企業であ り、1874年 に 「海安」号、1875年 に 「駅遠」号(そ れぞれ

長 さ約100rn、 排水量約3,000ト ン)を 建造 している。両船 とも当時中国最大

の蒸気軍艦である。福州船政局はこの時期が最盛期であ り、期間中に数十隻

の船舶が建造 されてお り、特に後期においてはフランスへの全面的依拠によ

る船舶建造方式 を改め、 中国人技 師団に よる 自国建造が着実 に進 め られ

た上)2)。

一、X574年 か ら1895年 の間 における中国近代造船事業 の発展

1.江 南 機 器 製 造 総 局 の 造 船 事 業

1872年1月 、曾国藩が逝去 して江南機器製造総局の造船事業は最大の転機

を迎えることとなる。曾国藩は一貫 して江南機器製造総局の造船事業の充実

発展 を図ってきたが、曾国藩の後任 となった李鴻章は蒸気船の 自国建造よ り

も外国製蒸気船の購i入を強 く主張 した。元来李鴻章は江南機器製造総局設立

当初か ら自国建造について自信 が持てず、 「自国で蒸気船を建造す るとい う

ことは極 めて重大なことである。それは始 めの ごく僅かの違いが最後には非

常に大きな違いをもた らすか らである。 自国建造がよいか悪いかはまだ判断

できず、今軽々に造船事業を開始すべきではな く、まずは一一、二隻の船を試

作 してみて、わが国の船舶建造技術や技師、労働者 たちの力 を試 してみるべ

きである。」 と述べている3)。

曾国藩 の死が目前に迫 った ことを知った清朝の大臣たちは、 「自国船の建

造は浪費であるので しば らく停止すべきである。」 と江南機i器製造総局に建

議 した。病床 の曾国藩は直ちに、 「いま最も重要なことは、世界水準の蒸気

軍艦 を建造す るための技術面、管理面あるいは種々の資金調達方策など不十
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分なものについて客観的な態度で真摯 に検討をおこな うことであ ります。蒸

気軍艦を自国で建造す るとい うことが誤 った施策であると考えるべ きではあ

りません。造船 に要す る経費については可能な限 り節約す るとともに、中央

政府、地方政府、税関、民間など多方面か ら資金 を調達す ることが唯一一最良

の方策であ り、 自国建造は多額の経費 を要するとい う理由だけで この事業を

中止すべ きではないと思量するものであ ります。」 と上奏 した哩〉。このよ うに、

上奏文中の言葉は娩曲だが、彼の造船活動 を進展 させるべきであるとす る姿

勢は揺 ぐところがない。上奏後、数 日して曾国藩は逝去 した。

李鴻章 も上述の清朝の大臣たちの意見に反論は したが、彼 自身 も造船事業

の膨大な経費 と経済効果については懐疑的であったので、以降建造する蒸気

軍艦の規模 については、「海安」号(積 載量2,800ト ン)以 下とす ることとし、

さらに江南機 器製造総局(造 船所)で 建造 した軍艦 を商業用船舶 として貸 し

出 して、それ らに要す る修理費用 と管理費用を上海な どの地方政府 に負担 さ

せて中央政府の支出を減少 させ よ うとした。因みに曾国藩の死後も、曾国藩

が計画 した 「海安」号、 「駅遠」号の建造 は継続 され 、1875年 までに完成 を

見ている。

李鴻章は1874年 までにスク リュー2基 を装備す る小型鉄殻蒸気船(木 造竜

骨 を鉄板で被 った船)「 三号」 を建造 してい る。1876年 に建造 された小型 の

鉄 甲軍艦 「金顧」号は、長 さ35m、 幅6.7m、 喫水2.3m、 積載量250ト ン、速

度10ノ ッ ト、乗員30～40名 で、甲板上に昇降旋回式の砲塔 を備 え、舷側には

数門の大砲 を装備 していた。 「金甑」号は、中国の蒸気船が木造か ら鉄鋼へ

移行す る時期 の最初の船で、それまでに建造 され た6隻(「 悟吉」、 「操江」、

「測海」、「威靖」、 「海安」及び 「駅遠」号。外輪式の 「悟吉」号以外は、全

てスク リュー1基 を装備 している。)と 比較 して、①鉄 甲装備 、②2基 のス

ク リュー装備、③昇降旋回式砲塔配備な ど技術面において数段の進歩を示 し

てい る。李鴻章はその外に、2基 のスクリューを装備 した小型鉄殻蒸気船

「二号」 と蒸気舶板(サ ンバン)1隻 を建造 している[図1(a)、(b)]。
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1875年5月 、清朝政府は新たな海防政策展開のため李鴻章に対 して北洋海

軍を中軸 とす る 「三洋海軍」の創設を命 じた。 この とき李鴻章は、 「蒸気軍

艦を自国で建造すれば外国か ら購入するよりも倍以上 の経費を要す るので、

三洋海軍を早急に創設す るためには外国に発 注す ることが捷径である。」 と

述べてい る。 こうして李鴻章は外国製蒸気軍艦購入の道 を突き進んだ。

この ときまでに江南機器製造総局は既に、14隻 の蒸気船を建造 していたが、

その内訳は大型船7隻 、小型船7隻 である。 ところで、江南機器製造総局に

おける蒸気船建造は、主に次の2つ の要因か ら約30年 間実質上の停止を余儀

な くされ ることとなる。ひ とつは前述の李鴻章の 「軍艦貸 し出 し政策」が根

本的な財政問題解決 に至 らなかったことによるものであ り、 もうひ とつは、

当時清朝政府が念軍(清 朝末期に安徽省北部 と河南省一帯の農民が蜂起 して

つ くった反乱軍)対 策 に追われていて、江南機器製造総局に対 して大砲や弾

薬の製造 を最優先で行な うよう命 じたことによるものである。結果 として、

李鴻章は江南機器製造総局創設時の自分の考え方、すなわち 「江南機器製造

総局の事業は大砲や弾薬製造 を中心 とすべ きである。」 とい う理念を達成す

ることとなる。

1874年 か ら1891年 までの間に、江南機器製造総局において6つ の大砲工場

と弾薬製造工場が建設 されている。その中には、15ト ンの製鋼炉1基 を備え

た中国で最 も早 く建設 された製鋼工場が含まれ る[図2(a)]。 一方、造船で

いえば、1885年 、「保民」号(鋼 板製。 スク リュー式。長 さ72m、 幅11.5m、

積載量1,300ト ン、速度11ノ ッ ト、 クル ップ砲8門 装備)が1隻 だけ建造 さ

れた[図2(b)]。

表1.江 南機・器製造総局の主要工場の状況(1874年 ～1895年)

名 称 竣工年 主 要 業 務 総人員

黒色火薬工場 1874年 当初は黒色火薬のみを製造 し

たが、規模拡大により、1892

年 に褐色火薬工場、1893年 に

無煙火薬工場を増設 した。

X156
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弾丸工場 1875年 各種弾丸製造 488

砲弾工場 1879年 各種砲弾製造 294

水雷工場 1881年 各種水雷製造 74

製鋼工場 1890年 製 鋼 。15ト ン の マ ル チ ン炉 を

備 え 、1897年 に は 年 間 、2,05

9ト ン を 生 産 した 。

275

工芸学堂 1898年 化学科及び機械工学科を有す

る4年 制の高等教育機関。 日

本の、大阪工業学校 の教育シ

ステムに準拠 して創立された。

(注)黒 色 火 薬 工 場 の総 人 員 「156」 は、1874年 の もの で あ る。

表2.江 南機 器 製 造総 局 の軍 艦 建 造 状 況(1874年 ～1895年)5)

船 名 竣工年 船 種 長 さm 幅m 喫水m

海 安 号 1874年 木造、暗輪 96.0 13.4 6.40

駅 遠 号 1875年 木造、暗輪 96.0 13.4 6.70

金 甑 号 1876年 鉄 甲、暗輪 35.0 6.7 2.30

保 民 号 1885年 鋼板、暗輪 72.0 11.5

小型船舶

7隻

全 て1875

年 以 前 に

建 造 さ れ

た 。

船 名 積載量トン 速 度 ノット 仕事率Kw 建造費 万両 大砲数 門

海 安 号 2,800 12 1,341 35.52 巨砲20

駅 遠 号 Z,goo 12 ].,341 31.87 大砲18
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金 画 号 250 10 149 6.26

保 民 号 1,300 11 1,416 22.33 クルツプ 砲8

小型船舶

7隻

7隻 合 計9.71

2.福 州 船 政 局 の 造 船 事 業 の 発 展

(1)1873年 以前 の蒸 気 船 の 建 造 状 況[図3～ 図7]

福 州 船 政 局 に お い て最 初 に建 造 され た船舶 は 「万年清 」号(軍 艦 、 商 船 両

用 蒸 気 船 。 木 造 ス ク リュー式。 長 さ79.3m、 幅9.3m、 排 水 量1,370ト ン 、 速

度10ノ ッ ト、 仕 事 率432Kw、 喫 水4.54m、 大 砲6門 装 備)で あ る。1868年1月1

8日 に起 工 し、1869年6.月10日 に進 水 して い る。 「万 年 清 」 号 の成功が 中国 の

国内外 に与 えた影 響 は大 きな ものが あった とい うこ とが で きる。 ところで 、

洋務派 は蒸気船 の建 造後 の 「操船 問題 」 について その重要性 を十分に認 識 し

てお り、夙 に外 国蒸気 船の操船経験 のあ る人材 を集 めて訓練 し、 さ らにその

中か ら優秀 な人材 を選 抜 して管理者 として養成 していた。 その 中に漁 民出身

の貝錦泉 とい う人物 がい るが、左宗彙 は 「万年 清」号の操船部 門の責任者 に

彼 を抜擢 した6)。

1869年9月18日 、 第1回 目の 試 験 航 行 が お こ なわ れ た が、黄維燈 は貝錦泉

自身 が操船す る 「万年清」 号に乗 船 し、閲江 の閲安館頭 、壺江 な どを航 行 し

た。 第2回 目の9月25日 には 、 船 政 大 臣 沈 藻 槙 とジケ ー ル(中 国名 日意格)自

らが乗 船 し、 閲江 の 河 口付 近 であ る慰斗 まで航 行 した。第3回 目の9月28日

に は 、 外 洋(東 海)へ 乗 り出 した。 この 時 の状 況 に つい ては、 「この試験航

海 の 目的は、搭載す る蒸気機 関 が堅 牢で あるか どうか 、また乗組員 の操船 技

量が どの程度 の レベ ル かを確 認す るた めの もの で あった。」、 「強風 大波の 下

で も航行 は安 定 してお り…」、 「この とき大砲 の試射 もお こな われ たが、装備

した大砲 を一斉 に発 射 して も船 体 には何 の支障 もな く、蒸 気機 関の動 き も正

常 であ り、操船管 理者 、操舵手 、砲 手 、その ほか の乗組員 はいずれ も適 切 に
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行動 した。」 と記 されている7)。そ して この試験航行で特筆すべきことは、ひ

とりの外国人 も実働人員 として参加 していなかった とい うことであ り、この

ことは中国航海史上並びに造船史上に光輝 ある事跡 として記 されるべきであ

ると考える。 ダクベイユ(中 国名徳克碑)で さえもが、「中国には優れた人

材が多い、船 の建造に して も操船に して も、彼 らに任せておいて大丈夫だ。」

と述べ ざるを得なかった。

福州船政局が1860年 代 にこのような蒸気船 を建造することができたことは、

福州船政局の技術水準が当時の世界の先進造船国家の技術水準 と比較 しても

ほとんど差がないことを示 している。 ここで19世 紀中葉の世界の造船状況を

概観 してみ ると、建造される蒸気船の大多数はやは り木造船であ り、中葉以

降になって初 めて鉄材 と木材 とを使用 した船舶が盛んに建造 され るよ うにな

るのである。蒸気機関についても初期にはシ リンダーは1基 のみであ り、3

～4気 圧の高圧蒸気機 関が発明されて初めて複式蒸気機関が出現す ることと

なる。 日本 においては、1862年 に排水量138ト ンの蒸気船 「千代 田」丸が建

造 されている。

「万年清」号の蒸気機 関は当初、イギ リスで製造 されたものを使用 してい

たが、 旧式な上、150馬 力の直立式でシ リンダーは1基 であった。1880年 代

初頭に ヨー ロッパか ら帰国 した留学生たちにより 「万年清」号は商船専用に

改造 され、海洋実習船 としても使用 された。改造の中心は蒸気機 関であ り、

福州船政局で製造 された新式の2基 のシ リンダーを有す る省エネ型の150馬

力蒸気機関に交換 された。そ してこの ことは、福州船政局の造船技術水準の

向上 を示す ものである。 「万年清」号は主に台湾 ・福建間の蒸気商船 として

使用 されたが、1887年 にイギ リス船 と衝突 して沈没 した。

福州船政局は1870年S月 に2基 のシ リンダー一、往復式の蒸気機関の模造 に

着手 して翌年6月 に完成 している。その150馬 力蒸気機 関は砲艦 「安瀾」号に

装備 されたが、このことは中国造船史上並びに機械製造史上重要な意義 を有

するものである。すなわち設計から建造までの間、外国人技術者の指導を仰
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いではいるものの、最終的には中国人が 自ら建造 した蒸気船であ り、その技

術水準は外国に劣るものではなく、1870年 代に福州船政局を視察 したイギ リ

スのある将校は、「これ らの蒸気機関は福州船政局で製造 されたものであ り、

私の見た ところではその技術水準 と製品の仕上が り具合はイギ リスの どの機

械 工場 と比較 してもなんらの遜色もない。」 と感想を記 している。

福州船政局で建造 された6隻 の蒸気船(輸 送船 と砲艦)の 蒸気機関は平均

して150馬 力である。 中国海軍史によれば、「軍艦は(大 型であればあるほど

よく、さらに)大 砲の数が多 く、また馬力が強けれ ば、 どんなに大波の中で

危険な状況に陥っても安全であ り、海戦において勝利 を収めることができる。」

とされ るが、前述の6隻 は馬力 も弱 く大砲の数 も少 ない とい う弱点があった

ので、福州船政局 は7隻 目の軍艦建造か ら、外 国の軍艦が装備 しているもっ

と強力な蒸気機 関を搭載すべ くその建造に全力を傾注することとし、福州船

政局はジケール を介 して250馬 力の蒸気機 関を発注 した。 ところで、ジケー

ル はこの とき、 「150馬力の蒸気船であれば年間3隻 の建造が可能であるが、

もし250馬 力の軍艦 を建造するとなると起工から進水まで15カ月を要すること

となる。」、 「所要の木材、銅、鉄なども全て2倍 の量が必要 となる。」8)と疑問

を投げ掛けてい る。 しか しながらその7隻 目の軍艦の実際の工期をみてみ る

と、1871年7Al2日 に起工 して、翌年4月23日 には進水 した。すなわち約9カ

月で完成 してお り当初計画 よりも6カ 月 も工期が短縮 されている。その船は

「揚武」("揚 中国造船之志、武蒸気船之威"自 国建造の志を掲げ、この大型

蒸気軍艦 は周囲を威武す る。)号 と命名 された。

「揚武」号はこの時期、中国において最大の排水量 と馬力を有する巡洋艦

であ り、外国の2等 巡洋艦 に相 当 し、排水量 は1,560ト ン、竜骨 には鉄材が

使用 され、速度 は12ノ ッ トで、装備す る大砲 の口径、砲数 とも前述の6隻 を

超 えている。
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表3.福 州 船 政 局 の軍 艦 商船 建 造 状 況(1869年 ～1873年)

船 名 竣工年 船 種 長 さm 幅m 喫水m

万年清号 1869年 木造、軍艦商船 76.2 8.9 4.54

淵 雲 号 1870年 木造、軍艦 51.S 7.5 3.40

福 星 号 1870年 木造、軍艦 51.8 7.5 3.40

伏 波 号 1871年 木造、軍艦 69.7 11.2 4.16

安 瀾 号 1871年 木造、軍艦 64.0 ・f 4.16

鎮 海 号 1872年 木造、軍艦 53.1 8.3 3.78

揚 武 号 1872年 木造、軍艦 60.8 11.5 5.70

飛 雲 号 1872年 木造、軍艦 66.6 lo.2 4.16

靖 遠 号 1873年 木造、軍艦 53.1 ・ 3.80

振 威 号 1873年 木造、軍艦 53.1 8.3 3.SO

済 安 号 1873年 木造、軍艦 66.6 10.2 4.16

船 名 排水量トン 速 度 ノット 仕事率Kw 建造費 万両 大砲数 門

万年清号 1,370 10 432 16.3 6

淵 雲 号 550 9 238 10.6 3

福 星 号 515 9 238 10.6 3

伏 波 号 1,258 10 432 16.1 5

安 瀾 号 1,25S 10 432 16.5 5

鎮 海 号 572 9 261 10.9 6

揚 武 号 1,560 12 842 25.4 13

飛 雲 号 1,258 9 432 16.3 」

靖 遠 号 572 9 261 11.0 6

振 威 号 572 9 261 11.0 6

済 安 号 1,258 10 432 16.3 5
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表4.福 州 船 政 局 の主 要 工 場 の 状 況(1868年 ～1873年)

名 称 竣工年 主 要 業 務 総人員 敷地面積 ㎡

設計院 iii 船体、蒸気機関等の設計 39 632.06

模 型

工 場

iwi 船体等、船舶に関わる模型

製造

47

{160)

1,405.50

ボイ ラ

ー工場

1868 船舶用ボイ ラー、排煙機器

等の製造

117

(350)

2,751.32

蒸気機

関工場

iii 蒸気機関等、船舶用機 器の

製造 ・組立て

x20

(360)

3,090.40

鍛 鉄

工 場

iii 鍛造 S7

(386)

8,780.43

鋳鉄銅

工 場

i・i 鋳造 54

Cleo)

2,683.93

帆 布 、

ロー プ

エ=場

iii 帆布、 ロープその他 の船舶

用索具の製造

40

(70)

1,718.65

小鍛造

工 場

iii 船舶用小型鉄部品の鍛造 248.18

精密計

器工場

i・i 船舶用の経緯儀、羅針盤 、

望遠鏡等の製造

66.92
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造 船 ifs 長 さ90.5mの 石 製 船 台1基 、 150 14,537.38

作業場 長 さ84.1mの 木 製 船 台1基 、 {1,300)

40トン ク レー ン1基 を 設 置 し

てい る。木 造船 、鉄船 、鉄

甲船 を建造 し、排 水量5,00

0トン級 の船舶 も建造 可能 で

あ る。

原材料 iii 銅 、 鉄 、 木 材 、 石 炭 、 各 種 42 5,322.32

管理セ 部品の在庫管理。大規模 な (60)

ン タ ー 貯木 場及 び敷 地 面積1,405.

4㎡の貯炭場を有する。

大 砲 軍艦用大砲 、砲 弾、魚雷等 2 191.48

保管庫 を管理す る。

鉄 製 1871 長 さ98mの 鉄 製 ドッ ク 。40 1,608.04

ド ック 馬力の注排水用蒸気機関1

基 を 設 置 。1,000ト ン級 以 上

の船舶の修理が可能である。

(注)総 人 員 欄 の()内 は 、 最 盛 期 の 人 員 で あ る。

(2)造 船 事 業 の 発 展 期(1874年 ～1895年)[図8～ 図11]

① 継 続 され る造 船 事 業

左 宗 業 が福 州 船政 局創設 時 に提 唱 した蒸気船建 造5ヵ 年 計 画 を 、左 宗 巣 を

引 き継 い だ沈 藻槙 は着実 に推進 した。 その結 果 、福州 船政局 は1868年 ま で に

設 計 ・建 造 ・進 水 とい う過 程 をシステ ム的 に遂行 で き る体制 が整備 され 、当

時東洋 最 大規 模 の造船 企業 とな った。 翌年 の1869年 に は 早 く も排 水X1,370

トン の 「万年 清 」 号 を建 造 し、以 後 毎年2～3隻 の 蒸 気 船 を建 造 して い った 。

建 造 した11隻 の 蒸 気 船 は す べ て排 水 量500ト ン を超 えて お り、 うち6隻 は排 水

量1,200ト ン を超 え る もの で あ っ た。

1874年7月 、 沈 藻 槙 は 、 「福 州 船 政 局 の 造 船基盤iは 一 定 程 度 整 い 、 そ の運
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営も比較的順調であ りますが、 さらなる充実が必要であると思量するもので

あ ります。すなわち、大型蒸気機関の導入や技術革新、そ して技師、労働者

たちには設計 ・建造 ・管理な ど様々な面で更なる向上が求められてお ります。

また有事の際、最新鋭の軍艦を西洋から購入できるかどうかは大いに疑問の

存す るところであ り、海防上の観点からも早急に最新鋭の大型軍艦が必要で

あると思量するものであ ります。 これ らのことをご勘案の上、福州船政局の

造船事業の推進にご高配賜 りたい。」 と上奏 してお り9)、また別の上奏文では、

「造船事業を継続す ることは困難 ではあ りますが、事業を持続的に推進する

ことによってのみ、これまでの人的、物的、また技術面での成果を活かす こ

とができるのであ ります。 さらに、わが国にお ける造船事業が停滞すれば

"鵠 巣鳩居"(カ ササギの巣をハ トが奪 う
。)を もた らし、西欧列強がその歴

史的野望を遂げる日の到来 も間近かになるとい うことを述べざるを得ません。

蒸気船建造の生産体制は軌道に乗 ってお り、これまで通 り毎年最低2隻 の蒸

気船 を建造 してい くうえでなん らの問題 もあ りません。」 と述べている。 こ

うした沈藻槙の造船事業を継続すべきであるとの粘 り強い説得が功を奏 して、

福州船政局は造船事業の継続が可能 となった。

沈藻禎は朝廷か らその先見性や強い責任感によ り厚い信頼を寄せ られ る福

州船政局の最高責任者 であるばか りでなく、局の将来を展望 して自ら積極的

に事業展開を図る 「改革者」でもあった。沈藻槙は造船事業を継続 してい く

ためには最新の造船技術の研究に全力で取 り組む必要があることを明確に認

識 していた。そこで彼は将来を展望 した指示書を局のスタッフたちに示 した。

第一は、留学生派遣である。沈藻槙 は、局内の中国人技師、労働 者たちはす

でに一定 レベルの技術水準に達 していることを認めていたが、現状のままで

は新 しい技術の開発や世界水準の船舶建造は困難であると考 えたので、船政

学堂の学生たちをイ ギ リスやフランスに派遣 して、最新の造船 ・操船技術、

及び最新の海戦理論 を学ばせ ることとした。第二は、人材登用である。船政

学堂の優秀な学生 を学堂の教師に抜擢 して、天文、地理、数学な どを教えさ
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せ ることとした。す なわち沈藻禎は中国人の技術分野の人材 を養成 して重要

な地位に就 けよ うとしたのである。第三は、新式設備の増設 と新式蒸気船の

建造である。沈藻槙は、 「今早急 に購入 したいのは、掘削機、鉄製竜骨そ し

て新式蒸気機 関である。竜骨に使用 される木材は中国国内には無 く、タイや

ミャンマーな どから輸入 しているが最近はその輸入 も困難 とな り、西洋製の

鉄製の竜骨が使用されている。本局においても15隻 目までは木製竜骨 を使用

していたが、16隻 目か らは鉄製竜骨を使用 している。西洋 においては最新の

軍艦用横式蒸気機関が開発 されているが、横式の利点は敵の攻撃を受 け難い

とい うことである。また最新の直立式蒸気機 関は商船に装備 され ているが、

その理由は船上に占める面積が少な く、その分乗客や貨物 をよ り多 く搭載で

きる利点があるとい うことである。 これ らの蒸気機 関は省エネ型であるとと

もに使用が容易であるとい う利点を備 えてい る。」 と述べている。 こうした

沈藻槙の姿勢は福州船政局の絶えざる造船技術の進歩に大きく貢献 してお り、

福州船政局は沈藻禎の離任後に木造 と鉄製の蒸気船が建造 される新 しい段階

を迎 えることとなるが、そこには沈藻槙が重視 した新技術思想 との密接 な関

連 を窺 うことができる。

1875年10月29日 、沈藻槙は船政大臣の職を離れ新任地である上海 に赴任 し

たが、離任前に後任 の丁 日昌 との話 し合いがお こなわれ、福州船政局の事業

推進 と将来構想 が決定 された。11月5日 、着任 した丁 日昌はただちに2つ の

主要な改革案 を提示 した。ひ とつは局内の専門家 による西洋諸国視察及び留

学生派遣であ り、もうひ とつは大量の石炭を採掘できる近代式炭鉱の開設及

び大型製鉄会社の設立である。丁 日昌は、 「わが国はこれまで西洋 の産業技

術の導入 を図ってきているところであ りますが、彼我の間に大きな格差が存

するのは厳然たる事実であ り、緊急かつ長期 にわたる産業技術の導入が求め

られているところであ ります。現在の機器類は約10年 前に導入 されたもので

あ り、従事す る技師、労働者たちの技術や知識 も陳腐化 してきてお り、技術

革新 さえ困難であ り、ま して新式機械 の発明製作は強い願望 を有 しなが らも
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実現できないのが現状であ ります。西洋の蒸気船 には10年 前 よ り既に、少な

い石炭で速度の出る"カ ンパン式蒸気機 関"が 装備 されているところであ りま

すが10)、わが国の江南製造T+局 と福州船政局においては旧式の蒸気機関を使

用 しているのが現状であ ります。 これは、わが国と西洋諸国との技術革新へ

の取組みあるいは最新設備導入 に関する姿勢の相違に起因す るものと思量す

るものであ りますが、財源の面では半分以上不足 し、また技術面においても

西洋技術者の水準に至 らない者が半分以上 も存在 している現状にあ ります。」

と上奏 しているli)。このよ うに丁 日昌は局内スタッフ及び船政学堂学生の技

術視察や留学を強 く主張 した。丁 日昌は中国が 自立す るためには、近代式炭

鉱 の開設及び大型製鉄会社の設立が不可欠であることを認識 していたのであ

る。 さらに彼 は同 じ上奏文 中で、「とりわけわが国においては、新たに開設

する炭鉱及び製鉄会社のいずれ もが水運に便の良い場所に設置 されなければ

な らず、こ うして こそ長期かつ安定的な原材料の供給のもと、良好な生産循

環環境の確立が図 られ るものと思量するものであります。炭鉱 の開設、製鉄

会社の設置を急がず、わが国の原材料の 自立が図 られない うちに、仮に西欧

列強が石炭や鉄鋼の供給 を拒否 した場合 には、た とえば蒸気船の運航 は不可

能になるなどの事態招来が懸念 され るところであ り、その際現有原材料によ

る当面の対応は可能ではあるが、その後の長期 にわたる適切な対応は極めて

困難であ ります。灯油が無ければ明か りは灯 りません し、根が無ければ葉 は

茂 らないのであ ります。」 と述べてい る12)。この ことか らも窺えるよ うに、

丁 日昌たち洋務派官僚は近代産業技術発展のためには、原材料 と燃料を生産

する体制を構築することが先決であるとい うことを、江南製造総局 と福州船

政局 における10年 問の実践経験の中でついに認識す るに至ったのである。そ

してそれは多 くの国立技術企業の成長発展に寄与 しただけでな く、本格的な

民間技術企業の誕生 と発展にも大きく寄与 した とい うことができよう。

②鉄製竜骨製造工場の新設

上述の通 り、福州船政局においては、1874年 に進水 した15隻 目の 「大雅」
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号までは木製 の竜骨 を使用 してお り、竜骨に使用す る木材は中国国内には無

くすべて輸入に頼っていたが、原産国における産出減に伴いその輸入が困難

にな り、西洋諸国 と同様に鉄製の竜骨への転換 を余儀な くされた。 そ してこ

のことが客観 的には世界水準の造船技術革新 をもた らし、福州船政局は大型

蒸気船建造へ向か う新 しい飛躍の時期を迎 えることとなる。

1875年12月8日 、鉄製竜骨製造工場 の建設が始ま り、翌年7月 には竣工 し

た。1878年 、福州船政局は鉄製竜骨船建造用の鉄板製造 をお こな うため既存

設備 の革新的更新 を図 り、鉄板圧延機iの増設 もお こない、幅約70cmの 鉄板

製造を可能に した。 このよ うに して、将来の鉄製蒸気船建造のための基礎が

i整えられた。『船政』 は、 「改造によ り、鉄板2,500枚 以上の製造が可能 とな

り、その鉄板 は鉄製竜骨船の船底部に使用 された。その船底部は極 めて堅牢

であり、その品質は西欧諸国と肩を並べ ることができる水準であった。以降、

鉄製竜骨船の建造に要す る鉄板はすべて国内製造が可能 とな り、西欧諸国か

らの輸入が不要 となった。」、「1879年、鉄製竜骨のほかに幅約140cmの 鉄板

製造 も可能になった。」、 「中国人技師及び労働者たちは鉄製竜骨、鉄板 のほ

か、銅板、銅筋などを 自国製造す ることが可能であ り、またその製 品の品質

も極 めて優れ ている。」 と記 している13)。また福州船政局長張夢元 はその在

任期間中の1883年 に、設備増強のほか、各種の工作機械 を増設 している。

③福州船政局の中国人技師 による近代蒸気船の自国建造開始

a.「 芸新」号の建造

福州船政局学堂の創設 時、福州税 関長メー リ ドン(中 国名美理登)は 、

「学生たちを養成す るには数10年 の年月が必要である。外 国語 をまった く知

らない学生たちを5年 間で、機器を製造 しあるいは蒸気船 を操船できる段階

にまで養成す ることは不可能であ り、その間に要す る膨大な経費はすべて無

駄になって しま う。」 と述べている。 しか しなが ら、事実はメー リドンの断

言 とはまったく異な り、お雇い外国人技師たちが帰国 して1年 余 りの後には、

船政局学堂の学生たちは 自らの設計による軍艦 「芸新」号を建造 している。
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お雇 い外国人技師が帰国 して2年 後の1875年 、船政局製造学堂の学生である

呉徳章、羅i榛禄、遊学詩、江喬年 たちは、50馬 力の蒸気船の設計図を船政局

に提出 して、試作申請をお こなっている。1875年6月4日 、竜骨が固定され、

翌年3月28日 には進水 し、わずか9カ 月余で完成 している。 この船の蒸気機

関は江喬年が設計 し、船体は呉徳章、羅揉禄、遊学詩の3人 が共同で設計 し

ている。 「芸新」号は、木造で、長 さ38.Om、 幅5.4m、 喫水2.56m、 排水量2

45ト ン、速度9ノ ッ ト、仕事率149Kw、 建造費5.1万 両、乗員45名 で、大砲3

門を装備 している。呉徳章は、1867年11月 に製造学堂に入学 し、わずか8年

の学習 と研究により近代蒸気船を設計 ・建造できるレベルにまで達 している。

このことは製造学堂の人材育成の成功 とフランス人技師団がいなくても蒸気

船の建造が可能であることを証明するものである。

福州船政局は1874年 までに17隻 の蒸気軍艦、商船 を建造 している。1874年

の 「海鏡」号に始 まる建造は確かに中国人技師及び労働者たちによるもので

はあるが西欧船の模造であ り、呉徳章たちの蒸気船建造が西欧の模造でない

中国人の独創 による初の近代蒸気船建造 となる。沈藻槙はこのことを"実 中

華発創之始"(中 国人の独 自創造による史上初の蒸気船建造)と 評 している。

1876年6月 、涯喬年 と呉徳章が乗船す る 「芸新」号は試験航行で外洋(東 海)

に出たが、船体は堅牢であり、蒸気機関もすべて順調に作動 した。

この 「芸新」号の成功により福州船政局は、中国人技師による近代蒸気船

の全面的な自国製造時期に入 ることとなる。

b.鉄 製竜骨船の模造

1875年 か ら1895年 の問は、福州船政局の技師、労働者が自立 して蒸気船の

建造 に取 り組んだ時期である。 この時期 は世界の造船工業が急速 に発展 し、

船政局の造船技術水準が持続的に向上するなかで技術発展及び船舶建造が最

も高ま りを見せた時期でもある。

1876年 、福州船政局においては、船体は鉄材 と木材、蒸気機 関はカンパ ン

式 を使用す る新段階に入 り造船技術は著 しく進歩 した。 この時期、船政局に
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お いて建 造 され た鉄製 竜骨船 は、1860年 代 の西 洋 に お い て盛 ん に建 造 され た

鉄木構 造船 の模 造 であ る。1860年 に進 水 した イ ギ リス の 「ウォ リア ー」 号は

鉄 木構 造船 で 、排 水量9,680ト ン 、5,472馬 力 、 速 度13.6ノ ッ トで 、 鉄 甲 の 厚

さ は約13cmで あ る。 ま た1876年 に進 水 した 「ウペ イ アル 」 号 は その 当時 も依

然 と して鉄木構 造で ある。 この こ とか らも分 る よ うに船 政局 におい て建造 さ

れ た鉄 製竜骨船(鉄 木 構造)は 時 代 遅 れ の 旧式 船 で は ない 。 船政 局 にお いて

建造 され た第1隻 目の鉄 製 竜骨 船 は 、1877年 に進 水 した 「威 遠 」 号 で あ る。

この船 の竜骨 は フランス に発 注 し、竜骨 の納入 に際 しては 、発注先 のフ ラン

ス人 技師3名 が 来 局 して 組 み 立 て を指 導 す る とともに、船政 局 の技 師 、労働

者 に対 して最 新 の造船 関係 技 術 を指 導 し、成果 を挙 げて1年 後 帰 国 した。 こ

の3名 の フ ラ ンス 人 技 師 に よ る最 新 の技 術指 導 が、それ 以降 の船政 局 の船舶

自国建造へ 向 けての技術 向上 に大 いに貢献 してい る ことを ここで指摘 してお

きたい。

1876年 か ら1880年 の 間 に、福 州 船 政 局 が 建 造 した鉄製竜骨船 には、 「威 遠」、

「超武 」、 「康 済」、 「澄慶」号 な どが ある。 「澄慶 」号は商船 と して建造 され た

が、船政 局 で製 造 され た竜骨 、蒸気機 関のボイ ラー な どを使用 して い るlh)。

ま た 「康 済 」 号(直 立 式 カ ン パ ン式 蒸 気 機 関 装 備 、長 さ69.4m、 幅10.Om、

喫 水4.50m、 排 水 量68ト ン、 速 度12ノ ッ ト、 仕 事 率559Kw、 大 砲6門 装 備 、 建

造 費21.1万 両)は 、1878年7月12日 に 起 工 し、 翌 年7月20日 に進 水 して い る。

この 船 は 軍艦 か ら商船 に改造 され て上海 招 商局(海 運 会 社)に 引 き渡 され る

予 定 で あ っ た が 、招商 局の唐 廷枢 か らの異議 に よ り再度 改造 され た。 改造後

船 政局 の フランス人技 師 フォシダオが試 験航行 をお こない、適 切 で ある と評

価 した。 この船 は上海一香 港間 の商船 として就航 して いる。

c.巡 洋艦の建造

1880年 代初期、福州船政局は船舶建造の新 しい段階に入 り、巡洋艦(初 期

巡洋艦)の 建造を開始 した。イギ リスは1870年 代初期に第1隻 目の木造の巡
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洋艦 「イ ンクスタ ン」号 を建 造 してい る。1875年 に な っ て 初 め て鉄 製 竜 骨 を

使 用 した巡洋艦 「ラパイ アル 」号 の建 造 に着手 した。 また フランスは1876年

に第1隻 目の巡 洋 艦 「クオ ン」 号(7,460.,,,力)を 建 造 して い る15)。この よ う

に福 州 船 政 局 が巡 洋 艦 の建 造 に向けて歩 み始 めた時期 は、世界 的趨 勢の騨尾

にふす もの とい えよ う。

1876年9月 、 李 鴻 章 は船 政 大 臣 呉iに 対 して 、 「福 州 船 政 局 は西 洋 鉄 甲

船 を購 入す る前 に計画的 に巡洋艦 の建 造 を進 め るこ とと し、まず は巡洋艦 を

4隻 建 造 して 、 将 来 の 鉄 甲船購 入 に備 えるべ きで ある。」 と指示す るとともに、

ジケール に対 して 、 フランスの地 中海 造船所 か ら巡洋艦 の設 計図 を購入す る

よ う命 じた。 その巡洋 艦 は 、長 さ84m、 幅11m、2,400馬 力 、 排 水 量2,152ト

ン 、 速度15.5ノ ッ トで 、 大 砲10門 を装 備 し、 そ の鋭 い 船 首 は敵 船 を突 き破 り

沈没 させ るこ とがで きる。

欧州留 学か ら帰 国 した陳兆1及 び 魏 潮 は福 州 船 政 局 に対 して 、巡洋艦1隻

を建 造す るの に は40万 両 の経 費 を要 す る と積 算 し、 あ らか じめ20万 両 の 準備

費 用 が必 要 で あ る と報 告 した。5、6年 を か け て の 準備 の後 、1881年11月9

日、 中 国 が 自国建 造 す る第1隻 目の 巡 洋 艦 「開 済 」 号 の建 造 が開始 され た。

この船 は、留学生揚廉 臣、李寿 田、魏潮 な どによって設計 か ら建造 まです べ

てお こなわれ、1883年1月11日 、 わず か1年 余 りで進 水 に こ ぎつ け て い る。

こ の船 は、長 さ87m、 幅12m、 排 水 量2,200ト ン で 、2,400馬 力 の横 式 カ ンパ

ン式 蒸 気 機 関 を装 備 してい る。 『洋務 運動』 には、 「李 寿 田、揚廉 臣な どが、

西洋 の最新情 報 と技術 に基づ いて建造 した 「開済」号 の技術 は最新鋭 で、過

去 に建 造 され た いか な る船 舶 も到 底 及 ばな い。」 と記 され て い る。 確 か に

「芸新」 号 を除 き、 これ まで の軍艦 はすべ て外 国人 技 師、技術 労働者 の監督

指導 の下 に建 造 され た もので あ るが、 この 「開済」 号 は福州 船政 局 の技 師、

労働者 が 主体 とな って建 造 に成功 した もの で、中国人技術者 の創 造能力 を証

明す るもので ある。 ここで指摘 しな けれ ばな らない こ とは、 「開済」 号の建

造過程 で船政局 が逐次外 国産原材料 へ の依存度 を減少 させ てい った こ とであ
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る[図12]。

「開 済 」 号 の 建 造 に成 功 して か ら南北洋 艦 隊が重視 され るよ うになった。

1882年9月11日 、 両江 総 督 左 宗 業 は 張 樹 声 、 彰 玉」麟な どと海 防につ いて論 議

し、大型 の蒸 気軍艦 と5隻 の 高 速 軍 艦 の 建 造 を進 め る よ う上奏 した。北洋 大

臣 も福 州船政 局 に2隻 の 高 速 軍 艦 を建 造 す る よ う要 求 した。 この7隻 の建 造

の た め船 政 大 臣 は外 国 か ら原材 料 を購入 す る と ともに、船政 局の工場 を拡 張

と設備 の増設 を計画 した。併せ て技師 、労働 者 の募集 をお こなった。 この よ

うに して多 くの蒸気機 関の製 造が可能 とな り、また2隻 の 船 舶 の 同 時 建 造 も

可能 とな っ た。 時 を同 じく して、喫水約6mの 大 型 石 造 ドック1基 の建 設 も

計 画 され た。1883年 、 高 速 軍 艦 の設 計 棟 の新 築 、 船 台 の増 設 、各種機 器i類の

増 設 をお こな っ た 。1884年1月4日 、 南 洋 艦 隊 の2隻 目の 高 速 軍 艦 「鏡 清 」

号 の建 造 が始 ま り、同月12日 に は3隻 目の 高 速 軍 艦 「簑 泰 」 号 に竜 骨 が設 置

され た。 また鉄 製竜骨船 の5隻 目の建 造 過 程 も半 ば に達 して いた。1885年2

月 に は 再 度 技 師 、 労働 者 を募 集 す るな ど各 事業 は順調 に進 展 し、福州 船政 局

は未曾 有 の盛況 を来 た し、24時 間操 業 を実 施 す る とい う状 況 となった。 清仏

戦争 の影響 に よ り上述 の2隻 目及 び3隻 目の 高 速 軍艦 の 竣 工 は そ れ ぞれ1886

年7月 、 及 び1887年7.月 と遅 延 を余 儀 な く され た 。 「鏡 清」 号 は起 工か ら進

水 、試 験航行 まで約2年 半 を要 した。 こ の船 は長 さ85.4m、 幅11.5m、 喫 水S.

10m、 排 水 量2,200ト ン、速 度15ノ ッ ト、仕 事 率1,788Kw、 建 造 費36.6万 両 で 、

3本 の シ リン ダー を有 す る横 式 カ ンパ ン式蒸気機 関 と大砲10門 を装備 して い

た。 「裏 泰 」 号 は1887年8月30日 、 馬 祖 島 沖 合 い で 試 験 航 行 を お こない 、時

速15.5ノ ッ トを記 録 した。

「開済 」、 「鏡 清」及び 「簑泰」号 はいずれ も福 州船政局 が養 成 した 中国初

の造船専 門家 魏潮 、李寿 田、陳兆,.i-、鄭 清 廉 、 呉 徳 章 、揚 廉 臣 に よ っ て建 造

され た。

d.鉄 甲軍 艦 の建 造

沈 藻 禎 は夙 に鉄 甲 軍艦 の建造 を建議 して いたが、清仏戦争 の結果 は彼 の遠
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見卓識を証す るものであった。.… 年、斐蔭森 は鉄 甲軍艦の建造 を正式に上

奏 した。その時点においては、福州船政局の技術力は さらに強化 されてお り、

魏潮、鄭清廉、陳兆,.た ち第1期 欧州留学生が建造の主力 となっていた。 さ

らに彼 らの愛国の情熱 も極 めて熱いものがあった。彼 らは自己の名利 を求め

る気持ちはまった く無 く、ふたたび清仏戦争の轍を踏まないように との強い

決意のもと軍艦の建造に取 り組 んでいた。

斐蔭森の建議は裁可 され、直ちに福州船政局の技術 グループの組織変更が

お こなわれた。魏渤、鄭清廉及び呉徳章は船本体の建造監督者 に任命 され、

陳兆,.i、李寿 田及び揚廉臣は蒸気機関の製造監督者に任命 された。船体の設

計については、1885年 当時 フランスが所有す る2基 の蒸気機 関を装備 した鉄

甲軍艦 「カシダ」、 「シデ ィクシ」及び 「フェイ リーザタン」号を模倣 した。

1886年 、魏潮 は外国か ら鋼板、蒸気機 関な どを次々と購i入した。同年12月7

日、竜骨の組み立てに着手 し、1888年1月29日 竜骨 は竣工 した。 この軍艦は

「龍威」号 と命名 された[図13]。 さらに以降の鉄 甲軍艦建造需要に応ず る

ため、当時中国最大の石造 ドック建設に着手 した。1887年11月 、福州船政局

の青洲羅星塔において着工 され1893年 に竣工 した。 この ドックは長 さ128m、

幅33.5m、 深 さ9.3mで 、馬江 に臨んでいる。 この大型 ドックが建設 される

以前は、北洋艦隊の最大の鉄 甲軍艦 は毎年香港にある外国系の造修船会社の

ドックに送 られていたが、完成以降はこの青洲 ドックにおいて北洋艦隊のす

べての艦船の受け入れが完全に可能 となった。 さらに中国船以外 にも、外国

の軍艦や商船の修理 も可能にな り、例えば、1899年 、アメ リカの 「シーノン

ダ」号は船底の修理 さえ実施 している。 またフランスの軍艦や商船 も暴風雨

による損傷修理の恩恵に浴 している16)、[図14]。
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表5.福 州 船 政 局 の 軍 艦 商 船 建 造 状 況(1874年 ～1895年)'7)1&)197

船 名 竣工年 船 種 長 さm 幅m 喫水m

永 保 号 1874年 木造、商船 66.60 10.20 i・ ・

海 鏡 号 1874年 木造、商船 66.60 10.20 i・

探 航 号 1874年 木造、商船 66.60 10.za 4.18

大 雅 号 1874年 木造、商船 66.60 10.20 4.18

元 凱 号 1875年 木造、軍艦 65.zo 10.20 4.16

芸 新 号 1876年 木造、軍艦 38.00 5.40 2.56

登濾洲号 1876年 木造、軍艦 65.40 10.70 4.16

泰 安 号 1876年 木造、軍艦 65.40 io.70 4.16

威 運 号 1877年 鉄木構造 、軍艦 69.40 10.00 4.50

超 武 号 1878年 鉄木構造 、軍艦 69.40 10.00 4.50

康 済 号 1879年 鉄木構造 、商船 69.40 ro.00 4.50

澄 慶 号 1880年 鉄木構造 、商船 69.40 10.00 4.50

開 済 号 1883年 鉄木構造 、高速船 1! 11.50 5.85

横 海 号 1885年 鉄木構造、軍艦 69.40 10.00 4.50

鏡 清 号 1886年 鉄木構造、高速船 85.00 11.54 5.85

簑 泰 号 1887年 鉄木構造、高速船 85.00 11.50 5.85

広 甲 号 1887年 鉄木構造 、高速船 72.00 11.20 4.70

平 遠 号 1889年 鉄甲軍艦 62.50 12.60 4.20

広 庚 号 1889年 鉄木構造 、魚雷艇 46.30 6.10 3.00

広 乙 号 1890年 鉄甲高速魚雷艇 73.30 8.40 3.90

広 丙 号 1891年 鉄鋼高速魚雷艇 73.30 8.40 3.90

福 清 号 1893年 鉄鋼高速魚雷艇 73.34 8.40 3.90
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船 名 排水量 トン 速 度 ノット 仕事率Kw 建造費 万両 大砲数 門

永 保 号 1,353 10 432 16.7 3

海 鏡 号 1,358 10 432 16.5 6

探 航 号 1,358 10 432 16.4 3

大 雅 号 1,358 10 432 16.2 3

元 凱 号 1,250 10 432 16.2 5

芸 新 号 245 9 149 5.1 3

登瀟洲号 1,258 10 432 16.2 5

泰 安 号 1,258 10 432 16.2 10

威 運 号 1,268 12 559 19.5 7

超 武 号 1,268 12 559 20.0 5

康 済 号 1,268 12 559 21.1 6

澄 慶 号 1,268 12 559 Zo.o 6

開 済 号 Z,Zoo 15 1,788 38.6 10

横 海 号 1,230 12 559 20.0 7

鏡 清 号 2,200 15 1,7S8 36.6 10

簑 泰 号 2,200 15 1,788 36.6 ll

広 甲 号 1,300 14 1,192 22.0 11

平 遠 号 2,100 14 1,788 52.4 8

広 庚 号 316 14 328 6.0 4

広 乙 号 1,030 14 1,788 20.0 9

広 丙 号 1,030 13 1,788 Zo.o 11

福 清 号 1,030 13 1,788 20.0 11

(注)上 表 以 外 に1888年 「龍 威 」 号 が建 造 され て い る。 この船 は中国初の鋼

製 軍艦 で あ る。 魏潮 が 中心 とな って監督建 造 され た この船 は、排 水量2,100

トン、2,400馬 力 、 喫水4,37mで あ る。
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表6.福 州 船 政 局 の 主 要 工 場 の状 況(1874年 ～1895年)

名 称 竣工年 主要業務 総人員 敷地面積 ㎡

船体工場 1876年 竜骨、梁な どの鉄製品製造 68

(700)

7,426.24

水雷工場 1886年

魚雷工場 1888年

青洲 ドック 1893年 長 さ128m、 幅33.5m。7,0

00ト ン以 上 の 船 舶 の 建 造 修 繕

が 可 能 。

27,234.35

(注)総 人 員 欄 の()内 は 、 最 盛 期 の 人 員 で あ る。

結 び

1874年 か ら1895年 の間は、江南機i器製造総局にとっては次の段階である国

内外の大型商船 ・軍艦の大量建造へ向けての技術力の熟成、経験蓄積のため

の期間であった とい うことができよ う2。)zt)zz)。福州船政局に とっては輝 か し

い時代であ り、船舶 自国建造の先駆者 として福州船政局の名は中国造船史上

に永 く記録 され るべきである。また中国最大の船舶建造セ ンター として、天

=津、広東、旅順 な ど中国各地の船舶建造修理所に与 えた影響 も無視できな

い23)。
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[図1]鉄 甲軍 艦(a)、(b)

[図2]江 南 機 器 製 造 総 局 錬 鋼 所(a)、 軍艦 「保 民 」 号(b)
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[図7]福 州船政局外国人技師団事務所

[図8]福 州船政局設計院

〔図9]福 州船政局鍛鉄工場
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[図11]福 州船政局蒸気機関工場(作 業場)

[図12]福 州船政局建造の巡洋艦 「開済」号

[図13]福 州船政局建造の鉄 甲軍艦 「平遠」号

[図14]福 州船政局建設の青洲石造 ドック
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[図3]福 州船政局周辺図(1)
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[図5]福 州船政局全図(1873年)

[図6]福 州船政局図(1870年)

160国 際経 営論集N。.312006



[図7]福 州 船 政 局 外 国 人 技 師 団 事 務 所
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[図10]福 州船政局蒸気機関工場(外 観)
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[図11]福 州船政局蒸気機関工場(作 業場)
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[図13]
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[図14]福 州船政局青洲石造 ドック

5
薯

1893年 福 州 船 政 局 青 洲 羅 星 塔 に建 設 された石造 の ドック。

長 さ128m、 幅33.5m、 深 さ9.3m。
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